
 施設関係者のご協力、地元のご理解などにより、新たな
宿泊療養施設を１２月３０日から運用開始予定

・ 奈良市内 ９０室程度

・ 大和郡山市内 ５０室程度

既に運用中の東横INN奈良新大宮駅前（１０８室）と
あわせ、約２５０室体制

 引き続き宿泊療養施設の確保に努めます。

通常医療の提供に必要な病床を確保するため、
軽症者が宿泊療養するための施設を増やします。

第１６回奈良県新型コロナウイルス感染症対策
本部会議 令和２年１２月２２日（火）【抜粋】


